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 6　 就職活動中のハラスメントについて
　就職活動（インターンシップやOB・OG訪問時なども含む）中のハラス
メントとして、「オワハラ（就活終われハラスメント）」やセクハラが問題と
なっています。

就職活動におけるハラスメントが増加しています！

≪オワハラ事例≫
• 他の企業の選考や内々定を辞退するように言う、
もしくは辞退すれば内々定を出すと言う。
• 採用担当者の目の前で辞退の連絡をするように言う。
• 誓約書（内定承諾書など）の提出を強要する。
• 他の企業の選考に参加できないように、何度も選考などを繰り返
す。・・・等

≪セクハラ事例≫
• 幹部社員が女子学生に対し、採用の見返りに不適切な関係を迫り、
その後もメールや LINE で連絡を取り関係を迫った。これを女子
学生が断ると、「うちの会社には絶対入社させない」とし実際に
不採用とした。　
• 「つきあっている男性はいるか」「結婚や出産後も働き続けたいか」
といった内容を女子学生にだけ質問した。・・・等　　　　　　　
　　　　　

試用期間 本採用内定期間

ここに相談！
・学校のキャリアセンター

〈オワハラに関する相談〉
・東京新卒応援ハローワーク       Tel:03-5339-8609
・八王子新卒応援ハローワーク    Tel:042-631-9505

〈セクハラに関する相談〉
・東京労働局 雇用環境・均等部 Tel:03-3512-1611

このような行為は、学生の職業選択の自由を妨げる行為や人権侵害
にあたる行為として法的違法性を孕む可能性があり、厚生労働省は
企業に注意喚起しています。ハラスメント行為を受けたと思われる場
合は、下記に相談しましょう。
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第２章　内定後編

 1　「採用内定」と「内々定」

　内定の出し方・採用手続きは企業によって異なりますが、裁判所の判例で
は、少なくとも、内定通知と誓約書等の提出が両方とも揃っていれば、「労
働契約」が成立しているとされます。
　ただし、契約が成立したといっても、すぐに働き始めるわけではありませ
ん。通常の新卒採用の場合、大学等の卒業を条件に、4月 1日から働き始
める契約になっています。これを「始期付解約権留保付労働契約」といいます。
　一方、「採用内々定」は、「採用内定通知」以前の段階で行われるもので、
選考の一過程に過ぎず、一般的（※）にはまだ採用が正式決定していないと考え
られています。

 2　内定取消しについて
前述のように、内定期間中は、まだ働いてはいないものの、労働契約が成立

していると認められる場合が一般的です。したがって、内定を取り消すことは、
企業から契約を解約することを意味します。内定を取り消す場合には、通常の
解雇の場合と同様、合理的な理由が必要になります（P.15「解雇」について参照）。

●合理的な理由とは例えばこんなとき…
　　・学校を卒業できない　・健康状態が悪化して仕事ができない
　　・履歴書に事実と異なることが書かれていた　・犯罪行為を行った
　　・企業の経営状況が悪化した（整理解雇の判断基準に準ずる）　など

判例チェック

大日本印刷事件（最高裁判決 昭和 54.7.20）⇒ P.11

名称が「内々定」であっても、その企業の毎年の採用方法や、応募者とのやり取り
の経過によっては、「労働契約が締結されている」とみなされる場合もあります。

試用期間 本採用内定期間

日本では、一般的に新卒者を４月に一括採用します。企業は一定の時期に
なると、応募者に対して「採用内定通知」を発送し、同時に、「承諾書」や
「誓約書」等の提出を求めることが一般的です。

（※）

大日本印刷事件（最高裁判決 昭和 54.7.20）⇒ P.11
判例チェック

試用期間 本採用内定期間


